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1 組織の概要と登録範囲

1-1. 事業所名及び代表者名

株式会社 野村製作所

代表取締役社長　野村 外司樹

1-2. 事業所所在地

本社・北陸事業所・本社工場 〒920-0209 石川県金沢市東蚊爪町1丁目15

湊工場 〒920-0211 石川県金沢市湊1丁目93-2

関東事業所 〒343-0032 埼玉県越谷市袋山堤通1120-1

1-3. 環境管理責任者及び担当者連絡先

環境管理責任者 取締役専務 関盛　政仁

連絡先 事務局 加藤 哲也

　TEL：076-213-5510

　e-mail：t-katou＠nomura-fc.co.jp

1-4. 事業の規模 及び 事業内容

設立 1981/7月

資本金 3,000万円

事業内容 ポリエチレン、ゴム、ウレタンなどの 各種スポンジ類や 樹脂 フィルムの

型抜き加工・スリット加工と販売

1-5. 事業の規模及び認証・登録対象範囲

事業所 延床面積 従業員数 登録範囲

*1本社・北陸事業所

本社工場
4,132 ㎡ 23人 全活動・組織

湊工場 4,285 ㎡ 44人 全活動・組織

関東事業所 496 ㎡ 16人 全活動・組織

(2022年12月末現在）

*1
2021/04/01 完成→5/6から部分的に稼働を開始の為、評価方法は以下とする。

   2021年の5月〜12月の平均実績を基準値とし、2022年を評価いたしました。

*以下、本社工場として記載（分別できる場合は各名称を使用）

＊略称として、湊工場＝湊、関東事業所＝関東を使用する場合あり

1-6. 環境経営組織図

製造・倉庫・販売

活動及び製品・サービス

製造・倉庫・販売

倉庫・販売



役割・責任・権限

事務局

2 品質環境方針

　　経営理念

　

・環境経営に必要な資源を準備し投入する

・環境管理委員会(工場会議）を開催し、環境経営全体を見直す

・社内外の環境情報の収集と関連法規を順守する

・品質環境方針の制定

代表取締役社長

・品質環境方針の制定、環境経営全般に関して責任と権限を持つ

・環境管理責任者、事務局、環境責任者を任命する

主要な責任と権限

役割・責任・権限

・環境管理責任者の指示により活動実施計画を実施する

・環境経営目標の進捗管理状況を監視し、環境管理責任者に報告する

・環境経営を構築し、実施し、維持する

・環境経営の実績を社長に報告する

・環境経営レポートを作成し、公表する

・環境経営について外部関係者と連絡を取る

・工場会議にて環境経営全体を見直す

環境管理責任者

環境管理委員会

（工場会議）
・工場会議は工場会議年間カレンダーに従って開催する

・出席者は工場会議メンバーとする（課長職以上）

4. 作業の標準化を進め、製販一体となった企業体質を構築し市場環境に対応できる体制を作ります

　

5. お客様、購買先様との積極的な交流により 要望・課題に速やかに対応し円滑な取引関係を継続します

　

・品質環境方針の理解し取組みを実施する

・決められた事を守り、活動に対して報連相をおこなう
全社員

　

2. 環境保全活動に積極的に取り組み 環境にやさしい材料の提供及び法令遵守で周辺地域との共栄を図ります

3. 最新設備の導入を積極的に行い 新規加工技術の構築と生産の効率化を実現しコスト低減、省エネに努めます

・環境管理責任者の実務の補佐又は代行をする

1. 全社一丸となって品質管理体制を構築し、お客様に満足いただける製品の提供を約束します

　

環境責任者



　　重点課題

本社・工場

3 環境経営目標 湊工場

3-1. 基準値と目標 関東事業所 100% 102% 102%

基準値

2021年 2022年 2023年 2024年

本社工場 142,178 142,178 145,021 147,921

湊工場 122,275 122,275 124,721 127,215

関東事業所 23,307 23,307 23,773 24,249

本社工場 7,501 7,501 7,651 7,804

湊工場 17,100 17,100 17,442 17,791

本社工場 144.0 144.0 146.9 149.8

湊工場 318 318 324 331

関東事業所 72 72 73 75

北陸事業所 1,102 1,102 1,124 1,146

関東事業所 92 92 94 96

軽油使用量の削減 湊工場 (L) 3,090 3,090 3,152 3,215

廃棄プラスチックの削減 本社工場・湊工場 (kg) 204,970 204,970 209,069 213,251

廃棄木材の削減 本社工場・湊工場 (kg) 580 580 592 603

＊関東事業所の廃棄プラ排出量は少量で、湊工場に送付して処理しているので、本社・湊工場に合算して集計

＊目標値は2021年度実質を基準に、2022年度は前年と同じで 2023年以降は売上増の計画に併せて前年比2%UPをを見込む

＊本社工場の基準値は2021年年5月〜12月平均の年間換算を実績とし、目標値は2022年の実績として評価する

　　・約束納期の100%達成、システムを利用しての適正在庫量

（３）生産性向上

　　・５S・改善提案の推進により、現状作業のムリ・ムダﾞ・ムラを排除し、事前段取りで生産効率UP

（４）環境保全に取り組む

（１）社外クレームの撲滅

　　・不具合を出さない事前の準備（予防対策）の実施

　　・誰が作業しても同一品質を維持する作業標準を作りこむ

（２）納期遵守率向上

2022年　07月　01日

（6）法令順守

　　・事業活動に際し環境関連法規制を遵守します

電気

使用量の削減

LPガス

使用量の削減

(kWh)

(kg)

水道使用量

の削減（上下水）
(㎥)

株式会社　野村製作所

代表取締役社長　野村 外司樹

目標値

　　・お客様の要望を叶える為に、教育の機会を作り、社員のスキルアップ、コミュニケーション能力を高める。

　　・本方針を全社員に周知する

　　・　二酸化炭素排出量削減、産業廃棄物排出量削減、水使用量削減

環境経営目標 対象場所 単位

ガソリン

使用量の削減
(L)

（５）社員教育



3-2. 二酸化炭素排出量（3-1表の換算）

換算対象 対象場所 単位 2021年 2022年 2023年 2024年

本社工場 81,610 81,610 83,242 84,907

湊工場 70,186 70,186 71,590 73,021

関東事業所 11,048 11,048 11,268 11,494

本社工場 22,503 22,503 22,953 23,412

湊工場 51,301 51,301 52,327 53,373

本社工場 77.8 77.8 79.3 80.9

湊工場 172 172 175 179

関東事業所 39 39 40 40

北陸事業所 2,556 2,556 2,607 2,659

関東事業所 214 214 219 223

軽油 湊工場 (kg-CO2) 7,973 7,973 8,132 8,295

(kg-CO2) 247,678 247,678 252,632 257,685

二酸化炭素排出量（売上比換算：￥100万円当り） ¥2,709 ¥2,803 ¥2,859 ¥2,917

換算対象 対象場所 単位 2021年 2022年 2023年 2024年

本社工場 30.1 29.1 29.1 29.1

湊工場 25.9 25.0 25.0 25.0

関東事業所 4.1 3.9 3.9 3.9

本社工場 8.3 8.0 8.0 8.0

湊工場 18.9 18.3 18.3 18.3

本社工場 0.03 0.03 0.03 0.03

湊工場 0.06 0.06 0.06 0.06

関東事業所 0.01 0.01 0.01 0.01

北陸事業所 0.9 0.9 0.9 0.9

関東事業所 0.1 0.1 0.1 0.1

軽油 湊工場 (kg-CO2) 2.9 2.8 2.8 2.8

(kg-CO2) 91.4 88.4 88.4 88.4

北陸電力　CO2排出係数 0.574 kg-CO2/kWh

東京電力　CO2排出係数 0.474 kg-CO2/kWh

LPG　CO2排出係数 3.00 kg-CO2/kg

上下水道　CO2排出係数 0.54 kg-CO2/㎥

ガソリン　CO2排出係数 2.32 kg-CO2/ｌ

軽油　CO2排出係数 2.58 kg-CO2/ｌ

電気

ガソリン

二酸化炭素 総排出量

(kg-CO2)

上下水道 (kg-CO2)

(kg-CO2)

(kg-CO2)LPガス

LPガス

(kg-CO2)

(kg-CO2)

電気

ガソリン

二酸化炭素 総排出量

上下水道

(kg-CO2)

(kg-CO2)

＜換算係数>



4 環境経営目標と実績

区分 対象場所 単位 2022 目標値 2022実績 実績÷目標 (A) 達成状況

本社工場 142,178 170,848 1.2 X

湊工場 122,275 103,426 0.8 〇

関東事業所 23,307 25,955 1.1 △

本社工場 7,501 11,388 1.5 X

湊工場 17,100 18,269 1.1 △

本社工場 144 167 1.2 X

湊工場 318 263 0.8 〇

関東事業所 72 72 1.0 〇

北陸事業所 1,102 1,223 1.1 △

関東事業所 92 181 2.0 X

軽油使用量の削減 湊工場 (L) 3,090 2,895 0.9 〇

廃棄プラスチックの削減 本社工場・湊・関東 (kg) 204,970 210,240 1.0 〇

廃棄木材の削減 本社工場・湊工場 (kg) 580 230 0.4 〇

[評価]　　実績÷目標値＝ (A)　が  A≦1=〇　、1<A<1.2=△　、　A≧1.2=X

＊本社工場の基準値は2021年年5月〜12月平均の年間換算を実績とし、その値を目標値として評価する

・本社工場の電気使用量は、新規設備の本格稼働による使用量の増加

・関東事業所の電気使用量は、人員増による使用量の増加と推測

・本社工場のLPガス使用量は、前年1月〜3月の暖房期間が入っていないので目標値より増加した

・本社/湊工場のLPガス使用量は、2022年の1月〜3月は2021年より平均気温がかなり低く暖房の使用量が多かった

・本社工場の水道使用量は、平均の年間予想値と実際の稼働実績の差及び人員増によるトイレ使用増と推定

・北陸事業所と関東事業所のガソリン使用量は、コロナ鎮静化からの営業活動の活発化と推測

二酸化炭素排出量実績（上記の表の換算）

換算対象 対象場所 単位 2022 目標値 2022実績 実績÷目標 (A) 達成状況

本社工場 81,610 98,067 1.2 X

湊工場 70,186 59,367 0.8 〇

関東事業所 11,048 12,303 1.1 △

本社工場 22,503 34,164 1.5 X

湊工場 51,301 54,807 1.1 △

本社工場 78 90 1.2 X

湊工場 172 142 0.8 〇

関東事業所 39 39 1.0 〇

北陸事業所 2,556 2,837 1.1 △

関東事業所 214 419 2.0 X

軽油 湊工場 (kg-CO2) 7,973 7,469 0.9 〇

(kg-CO2) 247,678 269,704 1.1 △

(%) 4.6% 4.7%

[評価]　　実績÷目標値＝ (A)　が  A≦1=〇　、1<A<1.2=△　、　A≧1.2=X

(L)

二酸化炭素 総排出量

関東事業所 二酸化炭素排出量割合

上下水道

電気

ガソリン使用量

の削減

(kg)

LPガス

(kg-CO2)

(kg-CO2)

(kg-CO2)

(kg-CO2)ガソリン

LPガス使用量の削減

電気使用量

の削減
(kWh)

水道使用量

の削減（上下水）
(㎥)



参考：電力の使用量と発電量を比較したカーボンオフセットでは、本社工場の新築により実質排出はプラスに転じた。

区分 場所 単位 2019年 2020年 2021年 2022年

湊工場 197,922 196,825 193,802 196,910

発電契約(２か所) 171,569 195,599 211,332 200,303

合計 369,491 392,424 405,134 397,213

太陽光(削減) 199,963 210,604 216,153 212,606

総排出量 136,869 146,479 247,641 269,704

(kg-CO2) -63,094 -64,126 31,488 57,098

【売上100万円当たり換算の二酸化炭素排出量】

区分 対象場所 単位 2022 目標値 2022実績 実績÷目標 (A) 達成状況

本社工場 29.1 35.0 1.2 X

湊工場 25.0 21.2 0.8 〇

関東事業所 3.9 4.4 1.1 △

本社工場 8.0 12.2 1.4 X

湊工場 18.3 19.6 1.1 △

本社工場 0.028 0.032 1.1 △

湊工場 0.061 0.051 0.8 〇

関東事業所 0.014 0.014 1.0 〇

北陸事業所 0.9 1.0 1.1 △

関東事業所 0.1 0.1 2.0 X

軽油 湊工場 (kg-CO2) 2.8 2.7 0.9 〇

(kg-CO2) 88.4 96.2 1.1 △

[評価]　　実績÷目標値＝ (A)　が  A≦1=〇　、1<A<1.2=△　、　A≧1.2=X

太陽光発電量 (kWh)

二酸化炭素 (kg-CO2)

カーボンオフセット(社内)：実質排出量

二酸化炭素 総排出量

電気

上下水道

ガソリン

(kg-CO2)

(kg-CO2)

(kg-CO2)

(kg-CO2)

LPガス



5 環境経営計画

区分 環境経営目標 評価 担当部門

〇 本社工場・湊・関東

〇 本社工場・湊・関東

〇 本社工場・湊・関東

〇 本社工場・湊・関東

〇 本社工場・湊・関東

〇 本社工場・湊

〇 本社工場・湊

〇 本社工場・湊

〇 本社工場・湊

〇 北陸・関東

〇 北陸・関東

〇 北陸・関東

〇 湊工場

〇 湊工場

〇 湊工場

〇 本社工場・湊・関東

〇 本社工場・湊

〇 本社工場・湊

〇 本社工場・湊・関東

〇 本社工場・湊・関東

〇 本社工場・湊

〇 本社工場・湊

〇 本社工場・湊

〇 本社工場・湊・関東

〇 本社工場・湊・関東

〇 本社工場・湊

〇 本社工場・湊

〇 本社工場・湊

〇 本社・関東

〇 本社・関東

〇 本社・関東

〇 本社・関東

〇 本社・関東

＊この環境経営計画は2022年度以降も継続する

LPガス使用量

ガソリン使用量

軽油使用量

エコマーク商品の購入

EA21導入の意義の周知

有害性の恐れのある材料はSDSを入手をして管理を行う

設備更新する場合は、省エネタイプを導入する

タイヤ摩耗、空気圧の定期点検

教

育

廃

棄

物

 

排

出

量

削

減

購

買

廃棄プラスチック

環境経営計画

効率的な経路の走行

グリーン購買

トイレ、流し台での節水をする

入荷パレットの社内利用

漏水の点検

水噴霧設備の適正使用

コピー用紙の裏面使用

廃棄物の分別回収を徹底する

型のメンテナンスによる廃棄削減

作業環境の適正照度になるように管理する

水道使用量

廃棄木材

タイヤ摩耗、空気圧の定期点検

生産時の加工ミスを無くして廃棄を減らす

昼休み、残業時など、不必要な時は消灯する

パソコン、コピー機などのOA機器は、省電力設定する

エコドライブの実施

LED照明を採用する

空調機のフィルターの定期的な清掃・交換する

空調は環境・作業に適した温度管理をする

空調の温度設定(暖房＝20℃、冷房＝26℃）

二

酸

化

炭

素

 

排

出

量

削

減

上

下

水

改善提案制度で現場改善

パレット出荷への有効利用

化

学

物

質
化学物質管理

有害性のある溶剤を特定し、化学物質の管理を行う

定例会議で進捗報告

適正な在庫管理を行い、実地棚卸の廃棄を減らす

廃番になる製品や材料は、事前に顧客と調整する

電気使用量

エコドライブの実施

効率的な経路の走行

生産の部取りを良くした型配置をする

作業効率の改善・苦情削減を行う

教育訓練



6 環境関連法規等の順守状況の確認及び評価の結果

遵守評価

遵守

遵守

遵守

遵守

遵守

遵守

遵守

遵守

遵守

遵守

遵守

遵守

遵守

遵守

遵守

遵守

遵守

＊2023年 4月14日　工場会議で報告・確認・評価

　・2022年の遵守状況を確認した結果、違反はありませんでした

　・2022年に関係当局からの違反の指摘や、訴訟もありませんでした

　・最新情報は、法規名のリンク先から入手します

消防訓練(避難訓練）を実施する

金沢市環境保全条例

廃棄を委託する場合は、許可を得た業者に委託する

産業廃棄物の保管は保管施設で行い、掲示する

消防法

フロン排出抑制法

省エネ法

環境の保全に関する施策に協力する

下水道法

LPGの貯蔵施設の届け出を行う

RoHS指令 使用材料の禁止された物質の委託調査を行う

エネルギー使用状況の記録をして削減に努める

基本理念にのっとり、環境への負荷の低減に努める

消火設備は、定期的に点検を受け、記録を保管する

事業活動で生じた廃棄物は自らの責任で処理する

法規に定められた消火設備を設置する。

定期点検、簡易点検を行い漏えいを防止する。

環境の保全に自ら務める

上水道の節水に努める。

冷暖房設備は、定期的に点検を受け、記録を保管する

廃棄物のマニフェストの交付と管理を行う

産業廃棄物管理表交付等状況報告書の提出を行う (期限：6月30日)

廃棄物処理法

法的要求事項の内容と基準法規名
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7 代表者による全体評価と見直しの結果

7-1. 管理責任者等の報告内容：結果及び問題点

　　　　-関東事業所：人員増によるもの及び気温による使用量の微増 △

以上の結果、CO2は総排出量と売上換算でも本社工場の新築により増加となりました。

7-2.

・LPガスは冷暖房設備に使用の為、気温要因によるところは しかたないが、

・関東においては、生産活動での使用ではないので難しいですが、継続した削減活動をしてください。

7-3. 環境管理システムの変更の必要性

環境関連法の順守状況 全て遵守し違反はありませんでした

環境経営計画の実施状況

環境経営目標の達成状況

・廃プラスチック-不良の削減や歩留り改善により達成

計画通り実施しました

・企業活動の上の最低限の固定量もあるが、総量と売上比の両面で目標達成活動の継続を進めます

・外部からの苦情/要望はありませんでした

・関東は、工場と比較し使用量が少ない中でも削減活動を進めます

・廃棄木材-入荷パレットの減少と出荷の際の有効利用により削減　達成

・LPガス-本社工場：前年の1~3月の暖房期間が目標値に入っていない為増加 未達

・電気-本社工場：新規設備の本格稼働による使用量の増加により未達

　　　　　-湊工場：平均気温の差により使用量微増 △

・ガソリン-コロナの鎮静化から営業活動の再開及び活発化により増加　未達

・軽油-内職配送/集荷の効率化及び 施設内職利用による集約により削減　達成

　　　  -湊工場：本社への設備移管もあり使用量の減少 達成

外部からの苦情/要望状況

2023年　4月　14日

株式会社　野村製作所

代表取締役社長　野村 外司樹

社長の評価及び指示

評価及び指示

是正処置/予防処置

の実施状況

環境経営目標 変更の必要は無い

環境経営計画 変更の必要は無い

役割・責任・権限 変更の必要は無い

品質環境方針 変更の必要は無い

・カーボンオフセットで実質排出量がプラスとなったが、カーボンニュートラルへの模索を継続して欲しい

　その中でも、無駄な使用や 冷却/暖房効率の改善にて削減活動をしてください。 

・本社工場は、新規設備の導入等でCO2の総排出量は今後も増加が見込まれる。

　次年度より、12ヵ月の稼働実績による基準/目標にて活動をすすめます。

・本社工場については、本格稼働及び新規設備導入により 目標未達の要因は明確。

　今後については、状況を見ながら無駄が無いかに注視すること。

＊本社工場においては、基準値/目標値が2021年5月からの稼働の為、 3-1及び4 を参照

・水道-本社工場：設備稼働増の部分と人員増によるトイレ使用増により増加　未達

　　　　-湊工場：本社への設備移管もあり使用量の減少　達成


